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ロシア（極東）
2005年のロシア極東の鉱工業

　2005年、極東連邦管区の経済発展の成長率は低下した。
地域総生産高（Gross Regional Product）はロシア全体の
傾向を反映し、2004年6.6％増、2005年4.8％増加であった（ロ
シア全体のGDPは各々7.4％、6.4％）。極東のGRPのうち約
30％を占める鉱工業生産の成長率は、2004年に7.3％増で
あったのに対し、2005年は僅か2.2％増であった。最も高
い鉱工業生産成長率を記録したのは、沿海地方（22.3％）、
チュコト自治管区（16.8％）及びサハリン州（9.4％）であっ
た。
　沿海地方では、繊維生産（▲37.9％）、建設用レンガ生
産（▲32.1％）、コンクリート製品生産（▲26.6％）のよう
にマイナス成長を見せた分野があったにもかかわらず、魚・
海産物缶詰の生産が48.9％、その他の魚製品が18.8％、漁
獲量が15.7％、食肉生産が12.5％、木材生産が9.2％、石炭
採掘が2.6％増加したため、全体としては大きな成長を遂
げた。チュコト自治管区では、牛乳製品の生産、石炭採掘、
電力生産及び食肉生産が最も拡大し、各々38.7％、
21.0％、13.7％、10.1％増となった。サハリン州では沿海
地方と同様に魚・海産物缶詰の生産及び漁獲量が急増した
（63.7％と24.7％増）。また、サハリン大陸棚石油ガス開発
プロジェクトの実施により建設が活発化した結果、鉄筋コ
ンクリート製品の生産が54.3％増えた。石油及びコンデン
セートの採掘も11.1％増となった。
　2004年に鉱工業生産高の減少を記録したカムチャッカ州
とマガダン州は、2005年にはそれぞれ4.2％増と2.8％増と
なった。ハバロフスク地方及びユダヤ自治州では、ほぼ前
年の水準に止まった（各々0.1％と0.3％）。
　アムール州は1998年以来、サハ共和国（ヤクート）は
1997年以来、初めてマイナス成長を記録した。アムール州
では、例えば、牛乳製品の生産（22.4％）、食肉生産（19.7％）、
石炭採掘（15.7％）、電力生産（11.3％）、金の採掘（7.0％）
のように大きな成長を見せた分野もあった。しかし、製材
（▲57.6％）、アルコール類（▲13.3％）、鉄筋コンクリート
製品（▲10.1％）のように、著しく減少した分野があった
ため、同州全体の鉱工業生産高は5.4％減となった。サハ
共和国では、鉄筋コンクリート製品（30.2％）や石油・コ

ンデンセート採掘（15％）等高い成長率を記録した分野も
あったが、同共和国経済において大きな割合を占める石油
精製が11.7％、電力生産及び金の採掘が6.4％、天然ガス採
掘が4.9％の減少を見せ、鉱工業全体としては6％の落ち込
みを記録した。

2005年の極東及びハバロフスク地方の外国投資
　2005年極東地域全体への総投資額は59.3億ドルに達し
た。最大の投資先はサハリン州（約82％）であり、第２位
がサハ共和国（11.3％）、第３位がハバロフスク地方4.1％（前
年は1.9％）であった。
　ロシア連邦国家統計庁ハバロフスク地方支部の発表によ
ると、2005年末時点で同地方に対する外国投資の累計総額
は4.7億ドルとなった。
　投資の構造が変化してきている。直接投資の割合は2004
年の約55％から約21％に減少し、その他の投資（貿易など
のクレジット）のシェアは44％から約79％まで増加した。
証券投資の割合は依然として低い（0.6％）。
　投資の97％はバハマ諸島、キプロス、イギリス、中国、
日本、シンガポール、マレーシア及びオーストリアからの
ものであるが、バハマ諸島、キプロス及びイギリスからの
投資は、殆どが天然資源採掘に向けられている1。中国は
林業、小売商業及び河川輸送（投資の97％）、日本は木材
加工及び輸送業（約90％）、シンガポール及びマレーシア
は林業、オーストリアは鉄鋼業に投資している。
　2005年にハバロフスク地方が誘致した外国投資額は2.46
億ドルとなり、前年比2.6倍増となった。そのうち直接投
資が1,089万ドル（全体の4.4％：前年比▲16.2）であり、
クレジットが2.34億ドル（全体の95％以上：約３倍増）で
あった。その背景には、マレーシアからの林業への直接投
資が減少し、バハマ諸島、イギリス、キプロス及びオース
トリアからの資源採掘企業へのクレジットが急増したこと
があった。
　国別で見ると、バハマ諸島の投資が最も多く（1.31億ド
ル）、次はイギリス（3,900万ドル）、オーストリア（2,800
万ドル）、キプロス（2,452万ドル）及び中国（1,362万ドル）
である。日本は第６位であり、投資額は392万ドル（前年
比32％増）となった。
（ERINA調査研究部研究員　ドミトリー・セルガチョフ）

1 周知のとおり、ハバマ諸島やキプロスに関しては、ロシア資本のキャピタル・フライト先となっている。

鉱工業生産（％） 固定資本投資（％） 小売売上高（％） 消費者物価（％） 実質平均賃金（％）
2002年 2003年 2004年 2005年 2002年 2003年 2004年 2005年 2002年 2003年 2004年 2005年 2002年 2003年 2004年 2005年 2002年 2003年 2004年 2005年

ロシア連邦 3.7 7.0 6.1 4.0 2.6 12.5 10.9 10.7 9.1 8.0 12.1 8.2 15.1 12.0 11.7 10.9 16.0 10.3 10.9 10.0
極東連邦管区 ▲0.9 4.7 7.3 2.2 8.4 37.3 13.5 5.5 13.4 10.6 9.8 10.0 15.2 12.8 11.3 13.3 20.0 12.1 9.4 8.0
サハ共和国 1.7 1.6 12.8 ▲6.0 ▲5.0 2.4 ▲8.1 25.8 22.8 25.1 0.4 10.6 12.1 11.8 10.8 12.1 19.0 5.6 5.4 6.8
沿海地方 1.2 6.1 9.5 22.3 9.5 ▲2.9 2.4 0.0 14.3 9.7 15.6 9.4 13.6 12.8 10.8 12.4 19.0 16.5 11.4 13.0
ハバロフスク地方 6.0 7.2 0.3 0.1 19.0 6.0 1.9 1.0 11.5 5.1 8.5 10.0 17.6 15.3 13.8 13.6 17.0 12.6 5.4 3.4
アムール州 0.2 6.8 2.2 ▲5.4 ▲23.8 11.9 ▲10.4 ▲2.4 3.8 4.7 16.9 9.5 12.4 15.5 12.6 13.2 27.0 11.9 10.2 5.8
カムチャツカ州 ▲16.0 3.4 ▲5.1 4.2 ▲14.8 66.0 ▲48.8 21.4 2.0 3.8 2.6 10.2 14.1 10.2 11.3 21.5 21.0 13.1 13.4 4.1
マガダン州 6.9 ▲10.1 ▲3.2 2.8 ▲1.6 ▲22.9 7.9 ▲14.6 7.2 11.2 2.3 11.0 12.3 11.9 9.4 12.4 16.0 11.6 15.8 0.7
サハリン州 ▲12.5 3.4 4.8 9.4 31.8 2.2倍 89.4 1.1 18.3 10.7 16.1 12.6 17.6 11.8 11.5 14.1 20.0 15.0 16.2 11.1
ユダヤ自治州 11.0 7.0 2.0 0.5 54.2 52.5 2.1倍 56.1 18.0 3.9 15.2 11.4 19.9 14.5 12.1 14.5 27.0 10.0 6.9 8.3
チュコト自治管区 20.5 17.7 9.8 16.8 2.8倍 76.0 ▲2.0 ▲10.0 19.3 ▲3.3 ▲6.3 14.1 32.7 17.0 11.1 15.3 28.0 11.2 ▲0.9 7.0

（出所）『極東連邦管区地域の社会経済状況』（ロシア連邦国家統計局）、2003年～2005年。
　（注）消費者物価は前年12月比、カムチャツカ州はコリャク自治管区を含む。




